
○リニアメント・変動地形周辺には，岩稲階の穴水累層の安山岩及び安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）が分布し，山地と平野との境界付近には上部更新統～完新統の
沖積層が分布する。海岸線沿いには，上部更新統の古砂丘砂層及び完新統の砂丘砂層が分布する。

○また，東小室西方のリニアメント・変動地形周辺にて，トレンチ調査とボーリング調査を実施した（P.146～148）。

2.4.1.1 (4) 富来川南岸断層の活動性 －位置図－

地質図

地頭町

和田

145

位置図

右図拡大範囲

東小室

拡大位置図

ボーリング調査
（P.147，148）

トレンチ調査
（次頁）

コメントNo.4の回答



④

③①
⑤

トレンチスケッチ（西壁面）（反転）

②

⑥

(m)

K-Tｚ混在
DKP

AT

トレンチ写真（西壁面）（反転）

標高(m)

Aso-4

K-Tｚ

N←

→S

22

24

26

28

30

32

34
赤褐色土壌
①：シルト混じり粘土
古期扇状地堆積層
②：砂・粘土混じりシルト層
③：砂礫層・泥層
④：砂礫層

穴水累層
⑤：安山岩質火砕岩
⑥：安山岩【トレンチ調査】

・古期扇状地堆積層に断層は認められない
・その表層部には中位段丘のものとほぼ同程度の赤褐色土壌が認められる
・その土壌中には鬼界葛原テフラ（Ｋ－Ｔｚ）等が認められ，少なくとも約9.5万年前以前の地層である
・安山岩及び安山岩質火砕岩に断層は認められない
・安山岩がトレンチ全体にわたって露岩している

04548 40 35 30 25 20 15 10 5
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○判読したCランクのリニアメント・変動地形に対応する傾斜変換部を横断して，トレンチ調査を実施した。

○傾斜変換部を横断して分布する古期扇状地堆積層及び穴水累層には，リニアメント・変動地形として判読した傾斜変換部に対応する断層は認められない。

コメントNo.4の回答

A-A断面図

位置図

2.4.1.1 (4) 富来川南岸断層の活動性 －東小室西方 トレンチ調査－

トレンチ調査の詳細データは，補足資料2.4-1（1）



ＴＪ-1孔（孔口標高10.96m，掘進長200m，鉛直）

134

135

135

136

深度（m） 深度（m）

コア写真（深度132～138m） 破砕部

136

137

132

133 134

137

138

133
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コメントNo.4の回答
2.4.1.1 (4) 富来川南岸断層の活動性 －東小室西方 ボーリング調査－

・傾斜角約45°，厚さ40cmの破砕部。灰～緑灰色の礫混じり粘土を挟在する。
下部は暗緑灰色で一部は半固結である。

・破砕部を境界に，浅部に比べて深部の岩盤状況が良好となる。

○判読したDランクのリニアメント・変動地形について，ボーリング調査を実施した結果，EL-124m付近の穴水累層中に富来川南岸断層に対応する破砕部が認められた。

○破砕部の傾斜角は約45°，厚さは40cmであり，この破砕部を境界に深部の岩盤状況が浅部に比べて良好となることから，この破砕部は富来川南岸断層に対応する
と判断した。

○なお，コア観察，薄片観察の結果，断層の変位センスとして逆断層センスが認められる（次頁）。

B-B’断面図（C-C ’断面図は投影）

位置図

TJ-1孔のボーリング柱状図，コア写真は，データ集１－２



【運動方向】

148

下

134.6134.5 134.7

深度（m）

コア写真（TJ-1孔，断層付近拡大）

上

破砕部

薄片作成箇所

134.8 134.9 135.0 135.1 135.2 135.3

せん断センスを
示す複合面構造

（狩野・村田（1998）
に加筆）

薄片写真（TJ-1_105R）

P面

Y面

10mm

上
盤

下
盤

上

下

上

下

断層ガウジ 断層角礫

（単ニコル） （直交ニコル）

断層ガウジ 断層角礫

○TJ-1孔で確認した断層のコア観察の結果，複合面構造から判読される変位センスは逆断層センスである。

○断層の主せん断面において，105°Rの条線方向で作成した薄片観察の結果，複合面構造から判読される変位センスは逆断層センスである。

・主せん断面における上盤側の観察面で75°R，40°Rの条線が認められ，
下盤側換算すると105°R，140°Rとなる。

観察面写真（上盤側）

10 ㎜

拡大写真範囲

3 ㎜

条線方向①

75°

拡大写真

条線観察結果

レイク（°）

走向方向

掘進方向
（90°傾斜）

観察面

傾斜方向

概念図
※走向は真北で示す。

条線観察方向

主せん断面

条線方向②

40°

・粘土鉱物等の定向
配列をP面とすると，
Y面との関係から
判読される変位セ
ンスは逆断層セン
スである。

・岩片の定向配列をP面とすると，
主せん断面との関係から判読さ
れる変位センスは逆断層センス
である。

せん断センスを示す複合面構造
（狩野・村田（1998）に加筆）

P面

Y面
半割コア断面模式図

上：薄片作成側
下：条線観察側

ボーリング
孔底側
（下盤）

ボーリング
孔口側
（上盤）

断層ガウジ

条線観察方向※1

薄片作成箇所※2

主せん断面

※1：主せん断面を下盤側から上盤側方向に観察
※2：反対側の半割コアで確認した条線方向で薄片を作成

コメントNo.4の回答



149拡大位置図段丘面分布図

断層南方の東小室付近に，
小規模な中位段丘Ⅰ面が
分布する。

断層南方の
高位段丘面調査結果（次頁）

2.4.1.1 (4) 富来川南岸断層の活動性 －段丘面調査－
コメントNo.3，5の回答

○太田・平川（1979），渡辺ほか（2015）等によれば，断層の南方に分布する中位段丘面，高位段丘面が，北方に比べ隆起しているとされている。
○中位段丘Ⅰ面については，地形調査の結果，断層の北方では広く分布する一方，断層の南方では，東小室付近に小規模に分布する（右下図） 。また，地質調査の結

果，海成堆積物とそれを覆うSK（10.5万年前：町田・新井，2011）の降灰層準が認められた※1 。
○高位段丘面についても，地形調査の結果，断層の北方には広く分布するものの，断層の南方には高位段丘Ⅰ面は分布していない。また，断層の南方の高位段丘Ⅱ，

Ⅲ面としていた地形面は，地質調査の結果，表層に厚い風成砂層が分布することを確認し（小林ほか，2018），これらの地形面は古砂丘であると判断した。なお，断層
南方の高位段丘Ⅳ面以上の段丘面は，下位の段丘面が近接して分布せず，段丘面区分の確実性に欠けるため，断層北方の段丘面との分布高度の比較による評価
には用いない（次頁）※2。

○さらに，断層南西方（七海～巌門）には，小規模な古砂丘や古期扇状地面が分布しており，文献が示すような中位段丘Ⅰ面は認められない（P.151，152）。
○以上より，断層北方には段丘面が広く分布しているが，断層南方及び南西方には断層の活動性評価として断層北方の段丘面分布高度と比較することができる明確な

段丘面が認められなかったことから，富来川南岸断層は後期更新世以降の活動が否定できないと評価した。

※1：断層の北方・南方の中位段丘Ⅰ面に関する調査結果の詳細データは，補足資料2.4-1（2）
※2：断層の北方・南方の高位段丘面に関する調査結果の詳細データは，補足資料2.4-1（4）（5）

断層南方断層北方

高位段丘Ⅳ面以上については，
下位の段丘面が近接して分布
せず，段丘面区分の確実性に
欠ける。



コメントNo.5の回答

地形面区分
を見直し

地形断面図 150

【富来川南岸断層南方の高位段丘面調査結果（地形面区分の見直し）】

ボーリング，露頭調査結果につ
いては，補足資料2.4-1(4), (5)

・太田・平川（1979）の高位段丘面のうち，断層南方に分布する標高約100m以下の地形面について，当社では設置変更許可申請（2014年8月）において高位段丘Ⅱ面，
Ⅲ面と区分しており，これらの形成年代と旧汀線高度の検討を行った。

・これらの地形面は丘陵頂部に分布するものの開析を受け分布範囲が狭く，段丘面区分の確実性に欠ける。また，これらの地形面においてボーリングによる地質調査
を行った結果，表層に厚さ5～30mの風成砂層が分布することを確認した（小林ほか，2018）。さらに，砂層の下位の基盤岩の上面高度は，地形に基づく段丘面区分
と対応していない。

・以上を踏まえると，これらの地形面は古砂丘と判断される。また，調査結果に基づき，右下図のように地形面区分を見直している。

段丘面分布図（見直し後）段丘面分布図（見直し前）

1

1’
富来地頭露頭

Site1

TJ-b

TJ-c

TJ-d

1 1’
断面線

ボーリング，露頭調査地点

TJ-a



地形面区分図
（服部ほか（2014）を

一部修正）

＜地形面の形状＞
・起伏のある尾根状，小丘状

＜地形面の形状＞
・谷口を頂部として扇形に広がる

＜地形面の形状＞
・起伏のある尾根状

＜主な構成層＞
・淘汰の悪い亜円～

亜角礫層
・基質はシルト～

極細粒砂
・層厚は約7m

＜火山灰分析＞
・検出なし

＜主な構成層＞
・淘汰の良い細～

中粒砂層
・層理は不明瞭
・層厚は約10m

＜火山灰分析＞
・砂層からSKとK-Tz

を検出

＜主な構成層＞
・淘汰の良い細～

中粒砂層
・層理は不明瞭
・層厚は約9m

＜火山灰分析＞
・砂層からSKとK-Tz

を検出

＜主な構成層＞
・淘汰の悪い亜円

～亜角礫層
・基質はシルト～

極細粒砂
・層厚は約5m
・古流向は西北西
（陸→海）方向

＜火山灰分析＞
・検出なし

柱状図（服部ほか（2014）を編集）

テフラの年代（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前
SK：10.5万年前

古流向

砂礫層，礫層

砂・シルト質砂

基盤岩

砂質シルト

土壌

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）（基図は1961年撮影の1万5千分の1空中写真を使用して作成）

火山灰
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○ 服部ほか（2014）は，富来川南岸断層南西方の七海～巌門の地形面における地表踏査及びボーリング調査を行い，古砂丘は大半が無層理で
淘汰のよい一様な砂層からなり，まれに不明瞭な層理を伴う堆積構造が認められ，現砂丘に特徴的な堆積相（増田ほか，2001； 長谷川，
2005）を示す風成砂層（古砂丘砂層）であることを確認している。また，古期扇状地の構成層はシルト分を含む淘汰の悪い亜円～亜角礫層やシ
ルト質砂層からなり，露頭において陸から海への一方向の古流向を示す堆積構造が認められることから，河川堆積物であることを確認してい
る。

○ さらに，上記の砂層中にMIS5e以降の年代を示すSK，K-Tzの降灰層準が含まれることは，本砂層が，MIS5eの中位段丘Ⅰ面を構成する海成
堆積物とは異なり，陸成堆積物であることを支持する。

第531回審査会合 机上配布資料1
P.11-3 一部修正

コメントNo.3の回答

【富来川南岸断層南西方の地形面調査結果①】

（七海～生神地点）

※詳細な地質調査結果について
は補足資料2.4-1（3）

Site 1

Site 2
河川
↓

Site 4
Site 3

・火山灰分析結果については，
補足資料2.4-1（3）

ボーリング位置

露頭位置

古砂丘

古期扇状地面

追加ボーリング位置

追加露頭，ピット調査位置

※

右図範囲

Site 1 Site 2 Site 3 Site 4（孔口標高49m） （孔口標高47m） （露頭最上部の標高45m） （孔口標高46m）



Site 8
Site 5 US-N09

Site 6b

Site 7

Site 6a

＜地形面の形状＞
・谷口を頂部として扇形に広がり，

それが複合する

＜地形面の形状＞
・起伏のある尾根状，小丘状

＜地形面の形状＞
・起伏のある尾根状

＜主な構成層＞
・淘汰の良い細～

中粒砂層
・層理は不明瞭
・層厚は約12m

＜火山灰分析＞
・砂層からSK等を検出

＜主な構成層＞
・淘汰の良い細～

中粒砂層
・層理は不明瞭
・層厚は約9m

＜火山灰分析＞
・砂層からK-Tzを検出

＜主な構成層＞
・淘汰の悪い亜円～

亜角礫層とシルト質砂層
・礫層の基質はシルト混じ

りの細～粗粒砂
・層厚は約8m

＜火山灰分析＞
・砂層からK-Tzを検出

＜主な構成層＞
・淘汰の良い細～

中粒砂層
・層理は不明瞭
・層厚は約13m
・下部の砂層，礫層

の古流向は西南西
（陸→海）方向

＜火山灰分析＞
・検出なし

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前
SK：10.5万年前

古流向

砂礫層，礫層

砂・シルト質砂

基盤岩

砂質シルト

土壌

柱状図（服部ほか（2014）を編集）服
部ほか，2014）

地形面区分図（服部ほか（2014）を編集）（基図は1961年撮影の空中写真を使用して作成）

火山灰
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第531回審査会合 机上配布資料1
P.11-4 一部修正

コメントNo.3の回答

地形面区分図
（服部ほか（2014）を

一部修正）

（牛下～巌門地点）

【富来川南岸断層南西方の地形面調査結果②】

Site 6a

Site 6b

・火山灰分析結果については，
補足資料2.4-1（3）

ボーリング位置

露頭位置

古砂丘

古期扇状地面

※詳細な地質調査結果について
は補足資料2.4-1（3）

追加ボーリング位置

追加露頭，ピット調査位置

※

右図
範囲

Site 5 Site 6 Site 7 Site 8（孔口標高49m） （露頭最上部の標高51m） （孔口標高51m） （孔口標高39m）



反射法地震探査測線

1
0
0

重合測線（ＣＭＰ）

受振測線

1
0
0

1
2
0
0

トモグラフィ解析測線

ボーリング調査
（TJ-1孔）

153

2.4.1.1 (5) 富来川南岸断層周辺の反射法地震探査 －測線位置図－

○富来川南岸断層の地下構造を確認するため，リニアメント・変動地形にほぼ直交して，反射法地震探査を実施した。

反射法地震探査測線位置図

測線長 6.9km

震源 大型バイブロサイス2台
(スイープ数:10回，スイープ周波数:10～70Hz，スイープ長:16s)

発震点間隔 50m

受振器 上下動速度計(SM-24，固有周波数:10Hz，3個組) 

受振点間隔 25m

記録系 独立型記録システム(RT2)

サンプリング間隔 2ms

記録長 4s

解析CMP間隔 12.5m

反射法地震探査 仕様

コメントNo.4の回答



【時間断面（マイグレーション前，後）（小林ほか，2020）】

反射法地震探査結果（時間断面（マイグレーション後）） 154

走
時

（
s）

CMP Ｎｏ.←北 南→
反射法地震探査結果（時間断面（マイグレーション前））

CMP Ｎｏ.←北 南→

○ 反射法地震探査の結果，地表でリニアメント・変動地形が判読された位置（CMP150付近），及びボーリング調査（TJ-1孔）で深部に断層を確認した位置に，南に約
60°（偽傾斜考慮）で傾斜する逆断層が推定された（小林ほか，2020）。

○ なお，トモグラフィ速度分布からも，断層を挟んで速度構造が変化する状況が認められる。

2.4.1.1 (5) 富来川南岸断層周辺の反射法地震探査 －反射法地震探査結果－

・本断面は，MDRS（Multi-Dip Reflection Surface(Aoki et al., 2010)）法による解析を実施している。

コメントNo.4の回答
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L C

反射法地震探査結果（深度断面，解釈線入り）

深
度

（
ｍ

）

CMP Ｎｏ.←北 南→L D

TJ-1孔断層確認位置

【深度断面（小林ほか，2020）】

富来川南岸断層

反射法地震探査結果（深度断面）

深
度

（
ｍ

）

CMP Ｎｏ.←北 南→

コメントNo.4の回答



156
反射法地震探査結果（トモグラフィ速度分布）

深
度

（
m

）

←北 南→

【トモグラフィ速度分布（小林ほか，2020）】

L CL D

グリッドサイズ：50m

反射法地震探査測線

1
0
0

重合測線（ＣＭＰ）

受振測線

1
0
0

1
2
0
0

トモグラフィ解析測線

反射法地震探査測線位置図

コメントNo.4の回答



500m
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赤色立体地図
（航空レーザ計測データにより作成）

2.4.1.1 (6) 富来川南岸断層の端部 －リニアメント・変動地形の北東端－

○地頭町～和田付近までは，直線状の急崖等からなるリニアメント・変動地形が認められるが，さらに北東方では河岸の側方侵食により地形境界
が湾曲すること，今田付近において崖の延長部を横断するように分布する尾根に高度差は認められないことから，崖の直線性・連続性が途絶え
る地点をリニアメント・変動地形の北東端とした。

○なお，今泉ほか（2018）は，リニアメント・変動地形の北東端よりさらに北東方に推定活断層及び水系の屈曲を図示しているが，屈曲は系統的で
ないこと（P.144），推定活断層を横断するように分布する尾根に高度差は認められないことから，当該区間にはリニアメント・変動地形は判読され
ない。

リ
ニ

ア
メ

ン
ト

・
変

動
地

形
が

判
読

さ
れ

る
区

間

リニアメント・変動地形の北東端付近拡大図（解釈線入り）

地形境界が湾曲し，
崖の直線性・連続性
が途絶える

やや開析された
直線状の急崖

やや開析された
直線状の急崖

やや開析された
直線状の急崖

やや開析された
直線状の急崖

やや開析された
直線状の急崖

今泉ほか（2018）が
図示した水系の屈曲

今泉ほか(2018)による
推定活断層を横断す
る尾根に高度差は認
められない

地頭町

和田

リニアメント・変動地形

右図
範囲

和田

今田今田

リニアメント・変動地形の北東端付近拡大図

500m

今泉ほか（2018）が
図示した推定活断層

崖の延長部を横断する尾根に
高度差は認められない

コメントNo.5の回答



リニアメント・変動地形

C C’

D D’

リニアメント・変動地形

やや開析された急崖

やや開析された急崖

0

地形断面図（H:V=1:2）

【地形断面図】

リニアメント・変動地形分布図

地頭町

和田

NE1

NE1’
NE2

NE2’

C

C’

D

D’

NE3

NE3’
NE4

NE4’

リニアメント・変動地形
D D’

NE1 NE1’

NE2 NE2’

C C’
リニアメント・変動地形

NE3 NE3’

NE4 NE4’

今泉ほか（2018）の推定活断層

今泉ほか（2018）の推定活断層
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今泉ほか（2018）の
推定活断層

今泉ほか（2018）の
推定活断層

やや開析された急崖

やや開析された急崖

重力異常に基づき評価された
断層北東端（P.165）

今田

コメントNo.5の回答

今泉ほか（2018）の推定活断層



2.4.1.1 (6) 富来川南岸断層の端部 －重力異常－
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○富来川南岸断層は，北東方延長は沖積層が厚く分布し，南西方延長は海域であることから，重力探査，海上音波探査の結果を基に，断層長さ
を決定した。

○富来川南岸断層周辺のブーゲー異常図及び水平一次微分図によれば，重力異常の急変部はリニアメント・変動地形にほぼ対応している。
○基盤等の鉛直な段差構造の位置を示す鉛直一次微分値の0mGal/kmの等値線は，リニアメント・変動地形沿いに直線的に認められ，その北東

側，南西側では屈曲する（下図，次頁）。

右図は，陸域は本多ほか(2012)，国土地理院(2006)，
The Gravity Research Group in Southwest Japan
(2001)，Yamamoto et al. (2011)，Hiramatsu et al.
(2019)，海域は産業技術総合研究所地質調査総合セ
ンター(2013)，石田ほか（2018）を用いて，金沢大学・
当社が作成したものである。
なお，ブーゲー異常図は，平面トレンド成分の除去及
び遮断波長3kmのローパスフィルター処理を行ってお
り，それを基に水平一次微分図を作成した。

コメントNo.5の回答

仮定密度：2,300kg/m3

コンター間隔：1mGal
鉛直一次微分値が0mGal/kmの等値線●：測定点

富来川南岸断層周辺のブーゲー異常図 富来川南岸断層周辺の水平一次微分図

今泉ほか（2018）の推定活断層



【拡大範囲】
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仮定密度：2,300kg/m3

コンター間隔：1mGal

鉛直一次微分値が0mGal/km
の等値線は直線的に認めら
れる。

鉛直一次微分値が0mGal/km
の等値線が屈曲する。

鉛直一次微分値が0mGal/km
の等値線が屈曲する。

富来川南岸断層周辺のブーゲー異常図 富来川南岸断層周辺の水平一次微分図

鉛直一次微分値が0mGal/kmの等値線

●：測定点

富来川南岸断層周辺の地質図

コメントNo.5の回答



当社評価
南西端

当社評価
北東端

当社評価
南西端

当社評価
北東端

当社評価
南西端

当社評価
北東端

当社評価
南西端

当社評価
北東端

重力勾配テンソルを用いた解析結果（Hiramatsu et al.(2019)に一部加筆）

○Hiramatsu et al.(2019)は富来川南岸断層の地下構造が今泉ほか（2018）の推定活断層とほぼ同じ範囲に分布し，周囲の断層と連続構造を示さないとしている。

○Hiramatsu et al.(2019)は重力勾配テンソル解析を実施し，富来川南岸断層の地下構造は傾斜角は45～60°が推定されるとしており，これは反射法地震探査で得ら
れた傾斜角と整合的である。

富来川南岸断層周辺のブーゲー異常図
（Hiramatsu et al., 2019）

Ｘ Ｘ 2次元タルワニ法検討断面

活断層または推定活断層（今泉ほか，2018）

重力勾配テンソルを用いた解析範囲

地下構造が2次元的であることを示す低いDi（＜
0.5）は富来川南岸断層全長とほぼ同じ範囲に分布
し，富来川南岸断層の両端付近で高いDi（＞0.5）
が分布することから3次元的な地下構造を示唆。

富来川南岸断層

富来川南岸断層

ＶＤのゼロ線

富来川南岸断層

富来川南岸断層

傾斜角は45～60°であると推定される。

富来川南岸断層

Ｄｉ（次元指数）

ＨＤ（水平一次微分）ＶＤ（鉛直一次微分）

ＴＤＸ

βmin（傾斜角）

地下構造が今泉ほか（2018）の推定活断層とほぼ同じ範囲に分布し，周囲の断層と連続構造を示さない。

Kusumoto（2016）は断層傾斜角を推定するため，
高いＨＤと低いDiの条件を満たす範囲の断層構造
βminを用いている。

高ＨＤ（＞2mGal/km）と低Di（＜0.5）の条件を満たす
範囲のβminを示す。

コメントNo.5の回答

富来川南岸断層に沿ってみられる高いＨＤの広が
りは今泉ほか（2018）による地表トレースの結果と
ほぼ一致する。

【重力勾配テンソル解析（Hiramatsu et al., 2019）】

富来川南岸断層に沿ってみられる高いTDXの帯
は北東部及び海岸沿いにみられる南北方向に
延びる高いTDXの帯と交差する。

富来川南岸断層に沿ったVDのゼロコンタｰも、

海岸近く及び北東部延長で垂直に曲がる。

161



5km

○Hiramatsu et al. (2019)は，2次元タルワニ法解析（Talwani et al., 1959）を行い，富来川南岸断層周辺の密度構造を推定し，断層が55°のとき，重力異常の計算値
と実測値がもっとも整合することを確認した。

○Hiramatsu et al. (2019)が推定した密度構造は，反射法地震探査の結果と整合的である（小林ほか，2020）。

2次元タルワニ法を用いた解析結果
（小林ほか，2020）

Ｘ Ｘ’ 2次元タルワニ法解析断面

コメントNo.5の回答

堆積層 1,700kg/m3

安山岩 2,300kg/m3

花崗岩 2,650kg/m3

密度構造（Hiramatsu et al.,2019）

位置図

右図拡大範囲

Ｘ

仮定密度：2,300kg/m3

コンター間隔：1mGal

【２次元タルワニ法解析（Hiramatsu et al., 2019； 小林ほか，2020）】

富来川南岸断層周辺のブーゲー異常図

162

●：測定点

上図は，陸域は本多ほか(2012)，国土地理院(2006)，
The Gravity Research Group in Southwest Japan
(2001)，Yamamoto et al. (2011)，Hiramatsu et al. (2019)，
海域は産業技術総合研究所地質調査総合センター
(2013)，石田ほか（2018）を用いて，金沢大学・当社が作
成したものである。
なお，ブーゲー異常図は，平面トレンド成分の除去及び
遮断波長3kmのローパスフィルター処理を行っている。

Ｘ’

Ｘ Ｘ’



○リニアメント・変動地形の南西方沖の海上音波探査結果を確認した。
○富来川南岸断層の南西方延長にあたるNo.6.75U測線において，音響基盤（D2層）以浅に断層は認められない。

163

2.4.1.1 (6) 富来川南岸断層の端部 －海上音波探査－
コメントNo.5の回答

地質図

音波探査記録（Ｎｏ.6.75U測線 ）

富来川南岸断層
延長部

E→←W

1：6

北陸電力ブ－マー
(No.6.75U測線)

【No.6.75U測線】

No.6.75-2UNo.6.75-1U

0m

100m

200m

150m

50m

D2

B1L

約500m

Ａ
B1U

0m

100m

200m

150m

50m

105 111

105 111

各調査測線の拡大図はデータ集2



【 No.108U測線】
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○富来川南岸断層の南西方延長にあたるNo.108U測線において，音響基盤（D2層）以浅に断層は認められない。

地質図

北陸電力ブ－マー
(No.108U測線)

S→←N
0m

100m

200m

150m

50m

D2
C1

B3

B1L

約500m

Ａ

10 5 1

B1U

0m

100m

200m

150m

50m
B1L

5 1

10 5 15 1

No.108-2UNo.108-1U

音波探査記録（Ｎｏ.108U測線 ）

1：6

富来川南岸断層
延長部

コメントNo.5の回答
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今泉ほか（2018）の推定活断層

【富来川南岸断層の長さの評価】

約9.0km区間

○地形調査の結果，富来川南岸断層に対応するリニアメント・変動地形が約6km判読される。
○ブーゲー異常図及び水平一次微分図によれば，リニアメント・変動地形沿いに重力異常の急変部が認められる。また，鉛直一次微分値の0mGal/kmの等値線は，リ

ニアメント・変動地形の北東側，南西側では屈曲する。
○また，さらに南西方に位置する「富来港」西方沖の海上音波探査記録で断層は認められない。
○以上のことから，富来川南岸断層の長さについては，リニアメント・変動地形の約6km区間に加え，北東側は重力異常の鉛直一次微分値が0mGal/kmの等値線が屈

曲するまでの区間，南西側はさらに海上音波探査記録で断層が認められなかったNo.6.75U測線までの区間も含め，約9.0km区間を評価する。

2.4.1.1 (6) 富来川南岸断層の端部 －まとめ－

位置図

右図拡大範囲

仮定密度：2,300kg/m3

コンター間隔：1mGal

鉛直一次微分値が0mGal/km
の等値線が直線的に認めら
れる。

富来港

鉛直一次微分値が0mGal/km
の等値線が屈曲する。

鉛直一次微分値が0mGal/km
の等値線が屈曲する。

リニアメント・変動地形
が約6km判読される。

海上音波探査記録に断層は
認められない。

海上音波探査
（No.6.75U測線）

富来川南岸断層周辺のブーゲー異常図 富来川南岸断層周辺の水平一次微分図 鉛直一次微分値が0mGal/kmの等値線

富来港

●：測定点

右図は，陸域は本多ほか(2012)，国土地理院
(2006) ， The Gravity Research Group in
Southwest Japan (2001)，Yamamoto et al.
(2011)，Hiramatsu et al. (2019)，海域は産業
技術総 合研 究 所地質 調査 総 合センター
(2013)，石田ほか（2018）を用いて，金沢大
学・当社が作成したものである。
なお，ブーゲー異常図は，平面トレンド成分
の除去及び遮断波長3kmのローパスフィル
ター処理を行っており，それを基に水平一次
微分図を作成した。

コメントNo.5の回答

海上音波探査
（No.6.75U測線）



2.4.1.2 富来川南岸断層～兜岩沖断層間の地質構造

166
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2.4.1.2 （1）富来川南岸断層～兜岩沖断層間の地質構造の評価結果

※ 渡辺ほか（2015）

○富来川南岸断層，兜岩沖断層について，両断層が連続する可能性を指摘した知見※があることを踏まえ，富来川南岸断層～兜岩沖断層間の
海域の地質構造について，既存の海上音波探査結果に加え，新たに実施した海底重力測定の結果を用いて，検討した。

○調査結果は以下のとおり。

・海上音波探査の結果，富来川南岸断層～兜岩沖断層間の海底において，音響基盤（D2層）以浅に断層は認められない。

・海底重力探査の結果を加えたブーゲー異常図から，富来川南岸断層に沿って南側に重力異常の高まりが認められるが，南西方海域の兜岩
沖断層との間には連続する重力構造は認められない。

○上記の結果を踏まえると，富来川南岸断層から兜岩沖断層に連続する構造は想定されない。

・本検討は，有識者会合により示された
今後の課題⑥に対応

仮定密度：2,300kg/m3

コンター間隔：1mGal

●：測定点

兜
岩

沖
断

層

福
浦

断
層

志賀原子力
発電所

【海上音波探査結果】
音響基盤（D2層）以浅に断層は認められない。

【海底重力探査を加えた重力探査結果】
富来川南岸断層に沿って南側に重力異常の高まりが認
められるが，兜岩沖断層との間には連続する重力構造
は認められない。

ブーゲー異常図

（平面トレンド成分の除去及び遮断波長3kmのローパスフィルター処理）

海上音波探査測線

リニアメント・変動地形



音波探査測線図

凡 例

リニアメント・変動地形

兜
岩

沖
断

層

福
浦

断
層

志賀原子力発電所
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2.4.1.2 （2）富来川南岸断層～兜岩沖断層間の海域の地質構造調査 －海上音波探査－

富来川南岸断層～兜岩沖断層間の音波探査測線

○富来川南岸断層～兜岩沖断層間において，海域の地質構造の調査のため，海上音波探査を行った。
○その結果，同区間において，音響基盤（D2層）以浅に断層は認められない。

Ａ
B1U

D2

B1LB2

C1

B3

1：6

音波探査記録（No.6.75U）

音波探査記録（No.7・S，No. 7-2U）

富来川南岸断層海域延長部←W

E→←W

約500ｍ

約500ｍ

【No.6.75U測線，No.7・S測線，No.7-2U測線】

E→

各調査測線の拡大図はデータ集2



音波探査測線図

凡 例

リニアメント・変動地形

兜
岩

沖
断

層

福
浦

断
層

志賀原子力発電所

Ａ
B1U

D2

B1L

B2

C1

B3

Ａ
B1U

B1L

B2

C1

B3

D2

音波探査記録（No.7.5・S，No. 7.5U）

E→←W

約500ｍ
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1：61：6

音波探査記録（No.7.25・S，No.7.25U）

E→←W

約500ｍ

【No.7.25・S測線，No.7.25U測線，No.7.5・S測線, No.7.5U測線】

富来川南岸断層～兜岩沖断層間の音波探査測線



凡 例

リニアメント・変動地形

兜
岩

沖
断

層

福
浦

断
層

志賀原子力発電所 Ａ
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Ａ
B1U
B1L

B2

C1

B3

D2

音波探査記録（No.8・S，No.8U）

E→←W

約500ｍ
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1：61：6

音波探査記録（No.7.75・S，No.7.75U）

E→←W

約500ｍ

【No.7.75・S測線，No.7.75U測線, No.8・S測線，No.8U測線】

富来川南岸断層～兜岩沖断層間の音波探査測線
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1：61：6

音波探査記録（No.8.25・S，No.8.25U）

音波探査記録（No.8.5・S，No.8.5U）

E→←W

←W
兜岩沖断層延長部

約500ｍ

約500ｍ

【No.8.25・S測線，No.8.25U測線, No.8.5・S測線，No.8.5U測線】

富来川南岸断層～兜岩沖断層間の音波探査測線

E→

凡 例

リニアメント・変動地形
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志賀原子力発電所
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○能登半島の重力異常については，村田ほか（2018）により編集されているが，富来川南岸断層～兜岩沖断層間の海域を含む能登半島西岸の
沿岸域は重力測定の空白域となっていた。

○このことから，能登半島西岸の海岸線沿い約40km×沖合い約10kmの海域で，陸上重力計と同程度の高精度なデータを取得可能な海底重力
計を用いた海底重力探査（測定点数：275点）を実施した。

重力測定点分布
（村田ほか(2018)を一部編集，海底重力測定点・断層線を加筆）

測定に用いられたINO海底重力計の測定概要図及び仕様
（石田ほか（2018）に一部加筆）

2.4.1.2 （2）富来川南岸断層～兜岩沖断層間の海域の地質構造調査 －海底重力探査（追加調査位置図）－

志賀原子力発電所

兜
岩

沖
断

層

富来川南岸断層～兜岩沖断層間の
海域を含む能登半島西岸の沿岸域
は，重力測定が実施されていない空
白域であったことから，海底重力計に
よる測定を実施した。

○ 既重力測定点
（黒：陸上重力，青：船上重力）

× 海底重力測定点（275点）

凡 例

※

※：陸上重力計と同程度。

（なお，船上重力計の測定精度は1mGal程度（駒澤，2003））
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